イギリス初等教育における国語科教育改革の研究 : Centre for Language/Literacy in Primary Educationの取り組みを中心に by 松山, 雅子
論文審査の要旨 
博士の専攻分野の名称  博 士 （教育学） 
氏名 松 山 雅 子 
学位授与の要件 学位規則第４条第１・○2 項該当  
論 文 題 目 
イギリス初等教育における国語科教育改革の研究 
―Centre for Language/Literacy in Primary Education の取り組みを中心に― 
 
論文審査担当者 
主  査  教 授    吉 田  裕 久                               
審査委員  教 授    田 中  宏 幸                               
審査委員  教 授    山 元  隆 春                              













































推進と密接にかかわらせ，1970 年代以降の 40 年間を史的にとらえた開拓的・先進的な比較国
語教育学研究である。 
（２）これまで，小・中学校のある段階，ある学年，ある言語領域に限った領域的・部分的
な史的研究や理論考察，実践研究などの先行研究はあるが，NCが制度として成立するための推
進力となった背景・基盤・経緯などを明らかにしながらカリキュラム論として本格的にイギリ
スの NCをとらえた研究は，本論文をもってその嚆矢とする。 
（３）カリキュラムの構想・企画，実態の把握，公文書として制度化，調査・開発研究とそ
れを踏まえた方法の提示と実地展開，結果としてのカリキュラム改訂，新たな調査・研究への
着手などと展開した 40年間というスパンで，それを推進してきた教師教育機関に視座を置き，
教育改革をまさに動いている実態として継続的にとらえた本研究は，教師教育研究の一つのあ
り方を示唆している。 
（４）イギリスにおける先進的な教育改革の普及・推進に迫ることはわが国の教育改革を再
考するうえで貴重な観点を見出す一助となることを指摘するとともに，わが国の学習指導要領
をいかに作成していくか，そしてその学習指導要領を実践的にいかに普及・浸透・展開させて
いくか，教師教育の観点からその適用を考えるうえで，イギリスの教育改革の実態を究明する
ことは大きな参考になると指摘している。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
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